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第
五
十
四
巻

五
五
Q

第
五
腕

七
六

乙Jょ

ヒ

の
人
口
事
観

-"-

ス
、
王
山
川

-
、
序

設 l

青

ネ日

雄

J盛

ヨ
れ
ン
・
ベ

1
9
1
・
ジ

Z
1
ス
ミ
ル
ヒ
の
主
要
著
作
「
人
類
種
族
の
費
動
に
現
は
れ
た
る
神
的
秩
序
山
の
初
版
が
帯
現
行
さ
れ
て

か
b
相
聞
に
二
世
紀
を
経
過

L
た
が
、
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
と
共
白
著
作
に
関
守
る
評
侵
略
彼
自
阻
風
に
於
=
も
餓
hv
芳
分
と
陸
稲
せ
ら

れ
難
い
い
K
も
せ
よ
、
既
比
多
少
の
典
擁
あ
る
文
献
が
存
す
る
欧
料

E
も
、
我
薗
じ
於
て
ぽ
一
残
念
乍
ち
之
に
就
曹
で
の
来
続
的
著
遜
を

殆
ん

E
見
た
い
有
様
で
あ
る
ロ
尤
自
己
の
事
寅
は
M
m
著
が
用
調
昌
稀
嗣
剛
警
に
属
L
，現
A
7
で
は
殆
ん

E
入
手
じ
得
在
い
と
と
と
共
民
、

恨
令
普
通
に
引
周
さ
る
L
第
四
版
を
閲
覧
寸
る
の
機
舎
に
葱
ま
れ
た
と
し
て
も
、
其
の
私
大
在
る
内
容
苦
情
草
花
は
穣
彼

L
難亀い

か
ら
で
あ
ら
う
。
筆
者
元
よ
り
身
の
不
制
慨
を
知
る
が
故
に
、
議
に
彼
自
人
口
皐
綱
と
題
苧
る
も
徐
り
新
規
お
る
解
糟
が
附
加
せ
ら
れ

る
静
で
は
註
い
。
唯
勢
原

I

「
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
E
の
生
涯
」
恋
録
し
た
一
文
正
樹
、
い
犬
、
主
と

Lτ
ヨ
1
シ
の
一
般
獅
渇
人
体
記
集
中

広
寄
せ
た
る
ジ
品
1
2
ミ
ル

E
の
著
作
解
掴
を
中
心
と
し
て
漣
べ
、
之
民
共
他
白
文
献
に
様
。
一
」
若
干
の
補
選
魁
ぴ
に
私
見
民
議
〈

紹
介
を
附
加

L
て
置
く
に
過
ぎ
老
い
。

曾
で
米
図
で
タ
ラ
ム
た
る
人
物
が
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
と
共
の
著
作
に
就
い
J
r

で
可
成
り
網
羅
的
怒
る
研
貨
を
護
表

ιた
と
聞
い
て
居

h
w
叉
比
較
的
一
最
近
の
年
代
で
は
三

3
5
2芽
論
淀
川
部
制
服
さ
れ
き
」
と
を
知

z
h、
共
に
未
だ
参
同
法
機
曾
民
恵
ま
れ
悲

い
。
斯
る
問
E
我
固
に
於
て
職
時
下
λ
日
問
題
が
漸
〈
噌
偉
さ
τ
Z
L
K
及
が
、
己
の
許
制
。
み
商
て
し
て
寅
際
は
飴
U
高
一
く
評
慎
主

f 

、

.

V

一

、

¥

お

日
l

J

J

司一

、
守
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れ

τ
ゐ
な
い
患
ま
れ
ざ
る
単
一
・
4
1
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
の
著
作
に
一
関
し
で
も
二
三
の
評
論
が
我
園
に
も
現
は
れ
だ
来
た
D
ち

此

白

機

合

番

困

に

冶

の

知

書

主

旨

に

て

敢

亡

紹

介

を

試

み

る

所

以

が

認

め

ら

れ

よ

う

。

ー

、

崎

小

、
そ
と
で
吾
土
品
づ
彼
の
偉
記
的
要
約
一
宮
拍
-U
で

、

市

引

に

著

作

白

意

義

を

鮮

明

友

ら

じ

め

た

い

と

忠

品

。

戸

…

…

グ
ス
タ
1
7
・
リ
?
t
J
P
リ
シ
の
所
設
に
依
れ
ば
‘
ジ
ュ

l
r
f
ミ
ル

E

D
著
介
は
「
枇
舎
生
物
壊
。
基
礎
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
り
、
グ
ナ
ッ
プ
に
従
へ
ぽ
営
時
の
枇
舎
科
出
甲
的
問
題
の
現
寅
的
取
扱
に
於
け
る
唯
一
の

J

「
園
民
経
済
的
政
策
論
著
」
だ
占
解
さ
れ

る
。
経
済
閣
申
奥
家
ロ
ッ
シ
ヤ
1
は
「
紳
的
秩
序
」
を
以
℃
十
八
世
紀
時
代
θ
最
重
要
取
る
「
園
民
経
務
的
専
門
書
」
で
あ
る
と
共
に
刈

大
口
現
象
其
者
を
骨
己
目
前
古
七
て
研
党
せ
る
最
初
由
「
人
口
理
論
的
著
遁
」
で
あ
る
と
見
倣
LPで
ゐ
私
。
さ
れ
ぽ
マ
ル
?
ス
の
劃

f

-

期
的
た
る
・
火
口
理
論
γ

の
根
本
息
調
叩
時
銃
に
我
が
日
品

1
ス
ミ
ル
ビ
ー
に
抽
出
す
と
も
稽
す
べ
き
で
、
同
様

ι
一
世
紀
諸
国
托
漸
と
組
織
化
さ

れ
た
る
道
徳
統
計
た
る
も
白
も
殺
の
「
榊
的
秩
序
」
に
最
初
の
蔚
芽
を
見
出
ナ
自
で
あ
句
向
。
而
じ
て
皆
撃
に
於
て
も
亦
械
、
を
以
て
膏

事
統
計
各
論
白
創
基
者
売
る
一
人
と
考
へ
で
居
り
、
此
事
は
践
に
¥
「
神
的
秩
序
」
第
-
版
第
七
牢
を
寸
疾
病
と
罷
病
率
に
就
い
て
」

と
し
、
第
二
版
第
十
七
章
を
寸
疾
病
種
類
別
挫
ぴ
に
時
代
訓
死
亡
」
白
観
察
に
常
て
土
居
担
、
別
に
「
一
七
五
七
年
の
疲
病
と
過
大

死
亡
率
の
考
啓
と
題
せ
る
〕
著
作
が
存
す
る
事
貨
と
瞬
腕
し
て
、
斯
石
評
論
は
恐
ら
〈
受
賞
で
あ
ら
う
。
他
岡
に
於
主
劃
期
的
一
怠

る
品
般
入
口
統
計
皐
@
著
者
ワ

r市
イ
弐
の
説
〈
所
に
依
れ
ば
、
ジ

A
l
ス
ミ
ル
ピ
を
以
て
「
人
口
統
計
皐
の
開
制
山
」
と
も
仰
ぎ
、

「
今
日
K
於
て
も
猶
受
賞
す
る
程
白
人
口
統
計
に
於
げ
る
基
本
的
命
題
L

を
取
扱
っ
て
宿
る
と
見
倣
さ
れ
で
居
り
・
げ
ん
統
計
皐
集
家

ヨ

1

y・
に
於
尤
も
彼
を
以
て
「
現
代
的
意
義
に
於
け
る
婚
姻
統
計
の
創
基
者
」
と
さ
~
呼
ん
で
居
る
白
で
あ

4A。

斯
〈
し
て
彼
を
俄
令
徹
頭
徹
尾
の
紳
曲
学
4
V
と
し
て
性
格
付
け
ゐ
が
矯
に
は
、
苦
々
は
共
白
一
脚
聞
宇
翻
な
る
も
の
を
解
明
せ
屯
な
け
れ
ば

注
ら
む
の
で

i

島
る
が
、
米
地
対
る
研
筑
O
試
み
ら
れ
た
と
い
ふ
前
例
を
聞
か
な
い
り
で
あ
る
。
況
し
て
や
上
漣
白
如
き
多
面
的
怠
る

五
五
一

/ 

♂ュ

I
九
ミ
ル
ヒ

D
A
口
畢
観

第
五
十
回
巻

i
一千

第
五
蜂

七
七L

F

一
も
お
払
い
か
(

3) 

.. ) 



グ
且

I
A
ヨ
ル
ヒ
自
人
口
串
艇

ι

ノ

ノ

曲
噌
問
分
汲
白
創
設
者
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
我
が
ジ
ュ
ー
ス
、
;
ル
忌
の
一
生
併
に
於
け
る
主
要
著
作
「
紳
的
秩
序
」
の
意
義
は
、
強
ち
~
ロ
に

に
之
を
皐

2
撃
的
著
速
に
過
ぎ
と
と
は
見
倣
し
靴
ぃ

3
の
て
き
は
十
時
で
室
長
裕
は
た
い
け
れ

E
も

話

相

義

口

史

・

山

単

一一-
N

汎

m
m
m
円
H

人
口
一
統
計
理
論
・
人
口
政
策
在
る
も
の
を
綿
指
せ
る
入
口
車
古
る
科
皐
部
門
が
樹
立
さ
れ
得
る
と
じ
て
、
伎
を
呼
ぶ
に
最
一
初
の
人
口
出

1

人

d

事
d

闘
申
者
友
る
表
現
在
以
で
し
た
い
と
思
ふ
。
然
ら
ば
苦
々
は
先
づ
彼
・
の
生
涯
の
素
拙
か
ら
初
め
て
、
次
に
共
む
著
作
解
題
へ
企
い
ふ
方

h

都
ヒ

/

叫

斡

ル

針
で
筆
を
進
め
て
行
く
べ
き
で
あ
ら
う
o

イ

、

日

J
山

N
M

H

闘

F

-
一
ご

!
?
yノ
ヒ

の

略

歴

に

就

い

で

‘

ノ

、

二

A

M

死
稿

。ュ

J

ス
ミ
ル
ヒ
由
組
先
務
鮮
地
が
ボ
ヘ
ミ
ヤ
北
東
部
に
位
守
る
ラ
守
ジ
ッ
ツ
州
の
一
域
砦
に
求
め
ら
札
る
事
寅
か
ら
彼
が
可
成
一
川
一
酬

e

h

m

h

 

高
き
家
柄
の
系
統
に
属
し
て
一
ゐ
戸
己
と
を
知
る
占
共
に
、
官
時
支
配
的
で
あ
っ
た
所
踊
る
羅
馬
加
持
カ
教
番
撃
の
絶
大
在
る
影
響
闘
が
軒

下
に
先
阻
代
々
に
亙
ワ
て
置
か
れ
観
げ
て
来
た
と
と
に
想
倒
ず
る
。
其
よ
も
拘
ら
や
'
o
a
l
J
ス
ミ
ル
ヒ
の
曾
祖
父
ヱ
リ
ア
ス
が
営
時

ポ
ヘ

F

ミ
ヤ
を
滞
捲
せ
る
か
の
如
き
プ
ロ
テ
X
タ
ン
ト
(
新
敬
)
主
義
へ
の
改
革
に
参
加
せ
る
と
と
に
依
り
、
爾
来
曲
朗
代
に
亙
っ
て
世
襲

代
官
臓
の
鱗
承
と
婚
姻
倒
係
に
於
て
多
犬
の
陣
容
を
伴
っ
た
事
賓
は
到
底
再
人
の
想
像
も
及
ぼ
ぬ
位
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
一
敢
然
と

し
で
ん
1
T
ル
波
白
所
謂
る
新
教
的
信
仰
に
篤
寅
で
あ
っ
た
伯
が
の
占
穀
物
商
白
子
と
し
て
一
七

O
丸
年
九
月
一
-
一
日
に
誕
生
し
た

白

が

、

我

が

ヨ

ハ

ン

・

ベ

1

9

1

・

/

ジ

品

1

ス

ミ

ル

ヒ

で

あ

る

。

ー

?

脅
て
は
録
々
た
る
軍
人
で
あ
り
、
老
後

E
名
望
あ
る
プ
ラ
ン
ヂ
ン
プ
ル
グ
市
民
と
し
て
暮
し
た
祖
父
の
膝
下
に
点
っ
て
皐
窓
生
活

を
一
初
め
た
ジ
品
1
ス
ミ
ル
ヒ
は
、
語
闘
申
か
ら
雷
撃
へ
次
い
で
法
律
墜
へ
と
の
教
育
方
針
が
採
用
さ
れ
た
に
も
拘
ら
や
、
最
初
む
自
然

科
感
的
志
向
日
ら
↓
轄
し
て
青
春
期
を
紳
接
的
興
味
白
一
踏
倒
的
た
る
索
闘
気
白
中
で
過
し
た
事
貨
は
、
流
石
に
紛
れ
た
き
血
統
と
時

唾

-l; 
11、

司
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/， 
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第
五
千
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五
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五
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代
相
と
を
示
ず
も
白
と
忠
は
れ
る
。
併

L
乍
ら
語
撃
か
ら
神
間
申
へ
の
閥
心
の
推
移
は
一
古
は
ピ
一
一
時
的
た
る
情
熱
の
費
壌
に
過
ぎ
や
、

. 

. 
凪

「

昨

文
晶
君
後
彼
の
熱
意
あ
る
研
賞
は
ラ
イ
プ
キ
ッ
ツ
・
ウ
ホ
ル
フ
流
〆
の
合
理
主
義
者
撃
を
経
一
九
イ
ヱ

i
ナ
の
い
と
マ
イ
ツ
エ
ル
に
依
る
明

ι

図
情
記
論
議
白
人
口
統
計
的
粧
品
酬
を
積
央
共
後
に
於
て
更
に
教
事
情
各
物
理
畢
の
如
き
自
然
科
事
方
商
の
穿
ん
一
に
関
心
が
推
移

l
y相
川

て
居
る
白
で
あ
る
か
ら
、
械
の
闘
世
間
的
遍
歴
の
放
は
幼
年
時
内
か
ら
全
く
一
巡
し
て
元
の
軌
道
に
戻
っ
た
か
の
感
が
あ
る
。
-
噛
ヤ
ザ

M

S
加

f

、
斯
る
園
学
筑
、
生
活
の
一
腕
結
は
常
然
に
(
抽
理
串
田
)
大
串
教
授
た
る
べ
〈
思
は
れ
た
彼
自
運
命
を
吹
の
如
く
将
換
し
て
了
っ
た
。
卸
ち
争
。
叫
U

盟
主
胡
町

彼
が
雨
親
の
反
普
通
過
し
て
撲
捧
の
峨
路
托
立
、
死
さ
れ
た
瞬
間
に
旭
っ
た
の
は
、
営
時
伯
林
に
於

HZカ
ル
ク
シ

JJイ
ン
聯
除
去
同
州

輸
周

c

e

の
将
軍
家
に
彼
を
家
庭
歌
山
間
た
ら
し
め
ん
と
す
る
招
聴
で
あ
一
っ
た
。
熟
慮
の
主
ノ
」
に
臆
詰
し
元
帥
艇
が
漸
く
イ
Z
1
サ
白
墜
都
を
離
れ
融
団
法

た
白
は
一
七
三
一
手

K
W理
由
畢
論
文
を
褒
表
l
u
Y
後
で
あ
り
、
而
も
狛
己
白
生
涯
の
過
渡
期
を
勢
々
二
ヶ
年
位
で
釘
切
る
積
り
で
あ
ヰ
ト

vu

っ
た
官
、
其
聞
に
起
っ
た
交
の
死
亡
汽
此
頃
で
は
既
に
伸
棋
を
敬
愛
じ
で
層
高
軍
の
家
庭
に
於
け
る
慰
撫
激
闘
に
逢
つ
て
は
、
悔
い
川

流
者
の
叫
慨
も
nJ

い
共
催
に
猶
二
ヶ
年
闘
を
斯
る
境
泡
に
引
留
め
ら
れ
て
了
っ
た
ロ
斯
〈
て
夙
に
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
の
人
柄
を
見
抜
い
冊
目
醐
札
EK

再
来
推
手
三
富
を
有
す
る
量
産
っ
て
、
後
に
英
蘭
の
政
襲
撃
汲
の
流
を
汲
む
の
動
機
と
た
っ
た
和
蘭
へ
切
-
見
皐
排
鴨
川
…

肱
行
を
前
提
僚
件
に
伶
へ
る
聯
隊
所
属
軍
隊
牧
師
の
臓
が
賦
興
せ
ら
れ
た
白
で
あ
る
か
ら
、
青
少
年
時
代
に
於
行
る
自
然
科
接
的
数
冊
一
一
向
島

i

-

m

A

T

d

h

 

養
白
地
盤
に
フ
ラ
Y

ケ
、
宮
・
珂
-Mrgfv
流
の
物
砥
榊
製
的
傾
向
を
帯
び
引
に
帰
来
布
錦
た
る
物
理
撃
者
た
ら
ん
と
す
る
進
路
は
吠
の
問
刊
恥
T

び
じ
い

h

如
ぐ
務
更
さ
れ
ね
ば
友
ら
左
か
っ
点
。
帥
ち
彼
が
斯
る
蓮
命
の
糸
に
操
ら
わ

rて
プ
ロ
シ
ヤ
由
一
瞬
軍
中
棋
に
寄
寓
し
た
己
と
が
、
後
年
蛇
欄
加
聞

に
於
け
る
彼
D
息
問
に
政
治
的
法
る
関
心
を
深
か
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
司
令
さ
れ
ば
腕
阿
は
斜
へ
る
縄
白
如
〈
神
友
一
ら
也
身
白
如
吋
臼
b
H

る
由
も
な
か
っ
た
彼
の
議
命
的
就
職
は
、
和
繭
版
行
よ
り
師
園
直
後
記
る
一
七
三
七
年
花
、
。
伯
林
の
宮
廷
御
用
賀
右
商
の
木
娘
と
結
つ
南
W
C
i

婚
生
活
を
替
ま
し
む
る
に
及
び
、
彼
の
生
器
に
は
悼
=
一
人
娘
七
人
よ
り
構
球
さ
れ
た
る
十
人
と
い
ふ
可
成
句
多
数

ρ
子
供
が
恵
ま
れ

ヲェ

l
'
A
ミ

ル

ヒ

申

人

口

車

観

七

九

. 
¥ 

6) 
7) 
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五
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田
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五
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五
掛
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レ
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rぷ

4
司
l
ぺ

持

、

{
j
j
h
h
♂

h
3
3

i らi

庫

m

j

丈
-
世

間
t

吋

び

n

及

f
h

斯
く
て
現
貰
に
は
一
牧
師
職
た
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
理
想
と
し
て
は
事
者
た
る
己
と
を
念
願
と
せ
る
ジ
ュ
ー
ス
ミ
止
ヒ
に
採
う
て
同
比
出

も
、
一
七
四

0
2襲

ぜ

る

第

一

次

主

レ

ヨ

戦

争

率

比

所

属

聯

除

と

官

従

軍

出

征

す

る

主

著

書

さ

せ

を

と

は

州

a
，M

F
m
h
I
J
 

J

主
極
営
然
な
る
成
行
で
あ
っ
た
n
萱
じ
依
自
身
天
職
と
心
得
て
賃
践
せ
る
業
蹟
は
、
寧
ろ

t
A
ワ
イ
ド
=
ッ
ツ
要
塞
へ
の
進
軍
白
一
徐

d
出

回

e

u

d

 

暇

ι序
末
を
誌
し
た
で
あ
ら
う
と
見
倣
さ
れ
る
「
紳
的
秩
序
」
第
一
版
陀
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
け
れ
ど
也
、
吾
々
は
こ
の

2

著
作
の
表
出
噌
-h帥

J
u
a
E
e
 

題
と
目
次
む
引
用
以
外
に
就
い
て
怯
何
等
知
る
所
が
た
〈
、
例
へ
ば
初
版
D
扉
に
も
第
一
一
版
以
後
ム
」
同
様
に
キ
ケ
眠
か
ら
羅
旬
語
の
川
町
審
判

君

島

周

し

て

掲

秘

し

て

ゐ

る

主

か

に

警

主

主

く

奇

左

る

壁

放

任

さ

れ

て

号

、

従

っ

て

裂

が

ら

震

に

至

る

出

む

〆

a
u
a弘
一

迄
D
満
二
十
ヶ
年
に
於
け
る
彼
の
世
曾
的
活
動
日
時
代
に
就
い
て
は
徐
り
記
録
も
獲
さ
れ
て
ゐ
友
い
有
様
で
あ
る
か
ら
、
此
聞
の
闘
係
酬
し
問
問

主
君
主
想
文
献
か
ら
補
足
し
類
推
し
平
安
土

1

5

謀
説

石
岡
二
年
比
は
伯
林
に
蹄
っ
て
園
王
か
ら
新
教
義
局
議
員
に
住
命
せ
ら
れ
、
吹
い
で
一
七
五

O
Z組
織
さ
れ
た
高
等
宗
務

f

出
品

μ
B
ケ

t

l
l

局
議
員
に
も
署
さ
れ
た
ヒ
と
は
第
三
官
一
弔
さ
れ
た
る
著
者
名
の
肩
書
か
ら
も
知
ら
れ
得
る
お
〈
で
は
あ
る
が
一
既
に
一
七
回
ご
監

一
年
の
有
名
司
な
る
「
榊
的
秩
序
]
第
一
版
の
著
作
以
来
接
者
と
し
で
白
地
位
を
獲
得
L
て
居
申
、
一
七
四
五
年
に
は
既
に
大
撃
に
就
一
回
崎
明
町

g
む
川
駐
日

JI

任
L
又
は
講
義
を
積
け
て
み
る
位
で
あ
り
、
恐
ち
と
一
七
五
六
年

K
A「
最
初
の
言
葉
の
源
泉
は
人
聞
に
依
り
て
ど
は
た
と
、
創
出
国
+
判
明
平
日

四

?
J
n
ヂ

s

a

n

i

-

z

4

た
る
榊
に
依
り
て
の
み
維
持
さ
れ
る
と
と

P幕
読
ぜ
ん
と
す
る
一
試
論
」
友
る
論
文
民
擁
り
で
逮
座
に
科
事
翰
林
院
白
合
員
に
嘩
げ

b
A
血
ー

ら
れ
た
で
あ
ら
う
事
賓
が
判
明
す
品
。
苫
れ
ば
一
七
六
一
|
一
一
年
の
「
榊
的
秩
序
」
を
費
表
せ
る
己
と
に
依
り
、
首
時
の
普
箇
翰
林

8

ジ

ュ

ー

ス

ミ

ル

ヒ

白

人

口

畢

硯

凡

O

て
居
る
。
斯
る
就
職
と
婚
姻
並
び
に
子
供
の
出
生
と
云
ふ
が
如
き
人
目
統
計
的
事
責
は
、
斯
方
面
に
段
初
の
閲
沿
を
慎
け
る
撃
者
の

崎
俸
と
し
て
晶
快
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
、
共
後
彼
が
天
職
と

L
た
と
と
は
何
か
に
就
て
と
共
に
敢
て
悉
説
を

戸

績
け
る
所
以
で
砂
る
。

停
瓦
十
四
巻

五
五
「
四

第
五
鵠

9) 

x、



院
の
錫
々
た
る
人
々
の
一
ゆ
で
も
特
に
九
口
論
者
と
じ
て
銘
記
さ
れ
て
居
り
、
且
統
計
撃
の
開
基
者
ど
し
て
ジ
ュ

1
出

ミ

ル

ヒ

が

巣

し

田5

M

 

た
役
割
は
哲
撃
に
於
tJよ
り
多
〈
の
自
然
探
求
を
試
み
、
精
紳
研
究
に
於
て
出
京
市
る
だ
け
多
〈
心
測
定
主
計
算
と
を
取
入
れ
た
ど
評
広

a
瑚

ー

/

"

さ
れ
て
居
る
。
此
際
ピ
於
で
フ
リ

I
F
リ
ヒ
一
-
世
べ

D
生
気
滋
刺
た
る
献
辞
が
見
ら
れ
る
所
以
は
、
共
後
↓
七
七
五
年
フ

F
I
F
J
J

E
K
依
り
て
設
定
さ
れ
た
る
寡
婦
年
金
制
度
で
き
へ
も
乙
白
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
の
研
究
主
基
礎
と
し
て
居

U
I
之
を
模
範
と
し
て
居

る
胴
出
h
v
に
川
勝
で
、
と
の
人
目
撃
的
持
作
と
密
接
た
る
関
聯
を
有
す
と
見
倣
さ
れ
で
ゐ
る
結

ι辛
う
じ
て
求
め
ら
れ
る
出
同
様
友
る
献

静
か
露
間
亜
の
ピ
1
タ
l
=
一
世
忙
謝
し
て
も
錫
さ
れ
て
周
る
が
叫
フ

p
I
F
リ
ヒ
大
王
に
ゆ
酔
吃
る
ピ

l
b
y
l
三
世
に
封
レ
て
ジ
ユ

-
ス
ミ
ル
ヒ
が
敬
志
を
表
し
た
所
以
氏
、
主
と
し
も
第
二
版
強
行
し
の
常
時
臨
伯
林
が
一
時

R
Z軍
一
札
占
擁
さ
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
政
…

治
関
係
に
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
第
四
版
以
後
の
「
紳
的
秩
序
」
か
ら
は
露
帝
へ
白
献
僻
は
見
出
さ
れ
た
い
か
ら
、
生
前
最
後
の
出
版
山

友

る

一

七

六

五

年

の

第

三

版

に

於

て

も

同

様

で

島

ら

う

と

推

定

さ

れ

る

。

ぜ

一

j

出h
 

序
で
に
遁
べ
て
置

ιベ
者
と
と
は
一
七
六
六
年
長
〈
装
化
時
寄
せ
ら
れ

E
E
7
2
1
E
E
f
j
v
jど
山

ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
と
の
個
人
的
豆
沼
遁
は
恐
ら
〈
有
り
得
怠
い
事
で
は
な
い
に
し
て
も

E
E的
活

動

を

空

中

止

玄

ジ

山

ュ
l
i
、
ミ
ル
ヒ
に
採
U
て
は
何
等
特
別
の
意
味
も
見
山
刊
さ
れ
得
た
い
で
あ
ち
ろ
が
も
彼
が
骨
T

一
七
五

σ年
比

主

張

せ

る

が

如

費

生

一

日

f

1

y

J

 

死
婚
姻
に
加
す
み
致
録
制
度
を
整
備
す
ペ
じ
と
希
望
し
努
力
せ
石
場
合
と
類
似
せ
る
提
案
と
し
℃
川
彼
の
ピ

:'Vン
グ
が
フ

1

l

h

j

h

 

F
H
ヒ
二
世
に
射
し
て
若
干
の
会
的
統
計
事
寛
也
提
供
を
懇
請
せ
る
時
、
王
白
容
へ
が
頗
る
振
る
ふ
て
ゐ
る

L
・
E
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
仙

e
ー

と
と
回
相
違
を
示
す
も
の
L
C

じ
で
興
味
深
い
も
の
が
わ
る
。
回
〈
「
汝
自
身
が
調
査
ぜ
る
結
某
を
公
表
す
る
己
と
は
敢
て
坊
げ
為
山

mw 

う
と
は
し
た
い
が
ゼ
余
自
ら
汝
に
費
料
を
提
供
す
る
乙
と
は
決
し
て
た
い
」
と
。
と
白
「

4
3

一
面
禁
は
暗
に
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル

E
E偲
び
つ
E
A

d
F
 

ピ
A

ツ
シ
ン
グ
に
皮
肉
を
言
つ
売
の
で
は
左
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
?
さ
れ
ぽ
デ
イ
マ
ル
一
タ
イ
の
如
き
も
ぜ
ユ
ヅ
シ
シ
グ
を
以
て
新
教

♂

ュ

ー

よ

さ

ル

ヒ

白

人

日

畢

様

相

用

車

競

y 

悌
主
十
田
舎

五
五
五

九

ii. 
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ミグ
ユ

3え

さ

Jレ

ヒ〆

<7J 

人
口
車 4

硯吋

五
五
六

静
五
韓

第

五

十

四

警

八

二

宗
務
局
議
員
と
し
て
活
動
せ
る
一
人
と
℃
て
諒
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
か
臼
、
と
白
比
較
統
計
及
び
地
理
畢
者
己
そ
或
は
砧
門
事
者
と
4

〆

し

て

終

糾

問

し

た

人

物

と

も

稽

し

得

ら

れ

る

で

あ

が

一

ぅ

。

〆

同

併
し
乍
ら
中
風
を
病
ん
で
一
七
六
七
年
コ
一
月
三
十
三
日
忙
永
残
し
た
己
白
阜
越
せ
る
人
口
統
計
皐
者
た
る
我
が
払
ユ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
も
一
開

-
p
a
a
g
 

に
勤
し
て
は
、
営
時
の
人
及
び
共
後
の
数
世
代
人
は
鈴
り
に
注
目
を
梯
ム
ヒ
占
を
し
た
か
っ
た
り
は
何
故
で
あ
ら
う
か
、
例
へ
ば
統
ノ
イ

u
f

計
樫
の
道
統
を
シ
ュ
レ

1
7
ァ

1

2

・
「
目
。

U
F
O
;お
山
l
H
E
S

の
所
謂
る
園
欺
記
述
汲
か
ら
政
治
算
術
島
市
振
に
移
す
べ
し
と
し
て
一
川
白

ザ

U
1

ヒ

此
方
商
に
罵
配
を
畢
げ
た
る
ク
一
一

1
ス
に
じ
て
も
、
と
の
溺
遁
に
於
け
る
最
初
の
偉
大
が
る
政
治
算
術
撃
者
ジ
ュ
ー
ス
ミ
I
F
E
K
就

'

明

山

司
d
w
同
一
一
喜

て
は
何
等
燭
る
土
問
が
恋
心
、
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
に
最
大
の
情
熱
を
注
げ
る
統
計
事
史
家
ヨ
}
ン
忙
し
で
も
、
上
記
の
如
く
陵
昧
た
邑
仙
一

開
抱
ユ

る
ピ
ュ
ッ
シ
ン
グ
と
め
溜
誼
や
論
争
を
皐
げ
志
位
で
あ
る
か
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
白
身
が
自
著
割
引
脚
的
秩
序
」
第
二
版
に
論
争
し
品
川
ジ

i
K
L
 

て
ゐ
る
ユ
ス
テ
イ
(
』
国
・
口
戸

}
E
Z
E
4
3
と
白
閥
係
を
悉
論
し
得
る
に
至
る
迄
に
は
、
吾
々
白
山
博
記
的
、
考
察
も
日
暮
れ
て
遺
恥
山
私

J

h
所

猶
達
し
の
感
が
る
る
の
で
、
略
停
は
此
位
で
打
切
っ
て
攻
の
著
作
解
題
に
移
る
べ
き
で
あ
ら
う
q

、

す

、

山

酔

一

割

仁

M
m
K
M
V
 

酔
同
年

S

、

=
-
J
J
a
l
R
ミ
Y
ヒ

の

人

目

撃

嗣

側

、

n
剖

L7

出
町

h
O

1
国

E
和
a

「
一
柳
的
秩
序
」
が
必
中
し
も
J
V
2
1
ス
ミ
ル
目
白
唯
一
著
作
時
非
ぎ
る
己
と
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
・
少
く
と
弘
人
目
撃
に
関
同
町
昭
弘

、‘
1
七

、

冒

D

州
u
-空
調
噌

し
て
は
彼
の
代
表
的
著
遁
で
あ
り
、
次
に
鴻
ド
げ
ら
れ
る
如
昔
興
味
あ
る
人
口
研
究
官
、
喜
へ
も
、
彼
の
第
二
版
に
は
内
容
的
に
定
安
匂
田
山
糊
町

如

、

国

札

掲

出

合
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
倣
さ
れ
よ
う
o

例
へ
ば
普
悶
首
都
「
伯
林
白
急
激
た
る
膨
肢
と
建
設
」
に
鯛
ず
る
著
蓮
/
の
如
き
も
】
庁
所
開
る
政
一
rL
湘
島

治
算
術
開
畢
抵
の
侮
統
的
命
題
た
る
都
都
聞
に
於
け
る
入
口
周
流
岡
田
町
と
し
て
「
神
的
秩
序
」
第
一
版
に
於
て
も
取
扱
は
れ
て
居
る
。

M
L
坊
W
ι

従
っ
て
依
自
身
が
完
全
な
る
新
版
と
栴
し
て
ゐ
る
再
版
と
そ
彼
白
ん
口
事
観
を
最
-V典
型
的
に
一
市
す
も
白
で

b
ら
h
o

}ν 収、

直3)
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" 

¥ 

斯
の
如
ぐ
芙
蘭

5
1
7に
護
ず
る
政
治
算
術
閣
議

γ

の
清
流
に
於
て
我
が
ジ

z
i
A
、
工
ヒ
を
見
出
f
に
し
で
も
、
供
が
先

E
渇

願
者
干
似
而
1

非
後
継
者
(
例
へ
ば
ご
ヲ

U
9
1
2
F
i
z卓
越
せ
-
る
昔
、
更
に
一
居
豊
富
号
統
計
資
料
の
瞬
時
悦
と
高
遭
i

判

明

日

る
見
識
と
に
認
め
ら
れ
る
。

+
d
l
資
料
整
理
の
賄
で
よ
り
充
賃
振
り
を
示
し
た
D
は
彼
以
後
に
於
で
僅
か
に
ケ
ト
レ
I
及
び
マ
イ
ヤ
凶
叫

e

E

S

 

ー
が
存
寸
る
に
過
ぎ
た
い
o

斯
る
彪

vEJW戸
総
括
的
私
立
資
料
を
白
然
的
に
配
列
し
士
、
官
己
D
意
の
俸
に
古
川
し
ノ
V

恰

も

既

往

ぽ

)
J

先
駆
者
に
比
較
じ
て
伎
が
最
初
の
組
織
家
一
夜
り
と
稽
せ
ら
る
与
程
度
に
迄
も
到
達
し
て
ゐ
る
己
と
が
劃
然
と
判
明
す
る
。
蕊
花
於
て
沼
山
町
一
ー

-P白

s
u

i
線
は
現
代
的
意
義
に
於
け
る
統
計
事
の
目
的
世
意
識
せ
る
方
法
論
者
で
あ
っ
た
と
謂
へ
る
。
帥
ち
日
ム
、
「
大
教
視
察
は
外
見
的

M
M
品
凶

四

討

S

に
偶
然
と
思
は
れ
る
諸
現
象
民
も
法
制
樫
を
認
識
せ

L
む
る
方
法
で
あ
る
。
L

「Z
同
人
は
光
づ
個
別
在
る
小
官
官
例
の
多
数
を
多
指
定
亙
ロ

r

っ
て
蒐
集

L
叉
全
地
域
に
亙
っ
て
総
括
し
、
若
依
っ
て
隠
さ
れ
て
ゐ
た
秩
辛
賞
者
瞭
去
る
ぺ
」
「
此
際
に
於
て
初
め
て
斯
吋
就
い

h
s
b
B
I
 

る
秩
序
法
則
が
如
何
に
亮
一
在
る
も
白
で
あ
る
か
立
吾
人

ι洞
察
さ
れ
る
」
¥
ι
0
5々
は
裁
に
於
て
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
r
E
自
著
作
に
於

U
小

田

市

町

拘

出

向

F
h

け
る
大
教
法
則
自
趨
用
と
閥
聯
L
て
、
共
の
議
論
が
著
し
〈
目
的
論
的
性
格
OK
帯
び
て
ゐ
る
事
貫
を
品
川
る
白
で
あ
る
7
U

間町伽一叩

ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
は
乙
の
新
℃
い
器
官
邸
一
ち
ム
ロ
阜
の
資
料
L
」
方
法
を
似
の
時
代
蛇
ぴ
に
人
類
白
哲
撃
的
問
川
題
の
鵠
に
役
一
立
た
吐
は
時
一
山
川

岡
田
一
臼
出

る
己
と
を
知
れ
i
f
E
R
初
の
人
で
あ
っ
た
v

此
際
若
し
彼
が
入
類
枇
倉
D
諸
費
化
中
に
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
秩
序
を
現
世
の
外
乱
げ
に
君
日
立
山

e
v
h
d
k
創

踊
せ
る
榊
の
意
志
法
則
で
あ
る
正
解
し
て
居
る
と
す
れ
ば
、
乙
四
と
と
と
そ
彼
自
榊
撃
的
立
場
に
相
舷
し
て
居
る
と
云
へ
る
o

換
言
問
出
向
【
印

す
れ
ば
キ
ケ
ロ

T
J
Zム
別
妊
に
於
け
る
間
集
中
の
概
諸
島
百
々
は
誌
に
思
慮
も
な
く
種
子
蒔
か
れ
で
も
居
泣
け
れ
ば
出
身

偶
然
に
創
造
さ
れ
で
も
居
た
い

J
が
併
し
人
類
種
族
四
震
に
計
聾
し
給
品
様
た
あ
る
力
一
が
存
在
し
た
舎
一
だ
」
聖
一
ジ

7
aス
ミ
ル
ヒ
山
一
一
両

mr

品

ψ府

t

は
首
時
の
他
白
榊
皐
者
に
見
徴
つ
た
の
か
之
を
酔
懸
唾
乎
に
改
鐙
し
て
『
町
=
快
-
句
包
。
E担
言
2号
-6命与¥》守。耳『目言言芝肘民言呈再呈亘同止昏円E。:匂富Q
円民叱炉。号ヲ正t
前宮目昆凧

E
語、
EEE、凡晶申ご可耳可主尋弐念急苦-偽島皇偽島皇。包喜白E。
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五
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3
1
1
ス
ミ
ル
ピ
白
人
口
畢
襖

第
五
十
四
番

五
五
凡

U

第
五
鵠

J、
四

〆， 

Z
M
「
既
に
キ
ゲ
同
は
人
聞
に
闘
す
る
他
の
別
観
察
か
白
斯
う
解
し
で
ゐ
る
に
蓮
ひ
た
い
町
人
間
種
族
の
矯
に
配
忠
せ
る
あ
る
活
動
:

h

一-

的

ιし
て
本
質
的
た
る
も
の
が
確
か
に
寅
在
み
て
居
り
、
吾
人
は
思
慮
も
い
た
{
種
子
蒔
か
れ
偶
然
陀
創
建
吾
、
れ
た
も
白
で
は
泣
い
」
仙
一
ド

日ー

と
、
以
上
の
如
昔
解
説
の
意
味
す
る
所
位
、
刊
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
忙
採
っ
て
は
一
紳
白
存
在
は
慨
に
確
信
白
域
に
一
達
し
て
居
り
、
神
白
科
剖
J

率
的
認
識
へ
の
需
は
放
棄
せ
ら
れ
た
る
に
引
事
と
の
鴇
じ
さ
べ
懐
か
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
其
長
け
弓
序
文
中
に
も
、
「
人
間
同

性
目
、
あ
ら
ゆ
豆
諸
蟹
化
は
t

人
類
、
の
綿
べ
て
の
行
爆
を
強
定
し
給
へ
る
紳
の
叡
慮
と
紳
の
意
志
の
氾
濫
に
過
ぎ
ぬ
慌
時
揮
で
る
る
L
Pと

さ

酬

叫

へ
語
っ
て
居
る
。
斯
旬
。
表
現
が
札
押
さ
は
し
い
と
考
~
ら
れ
る
彼
に
於
で
は
、
見
え
ざ
る
榊
白
御
手
の
億
な
る
自
然
秩
序
た
る
も
の
は
中
川
一
回

』

E
に

牛

今
更
僻
認
す
る
迄
も
た
き
強
定
調
和
市
に
あ
っ
た
と
も
謂
代
る
で
あ
ら
う
。
併
し
伊
ら
と
の
立
場
己
そ
は
往
々

K
し
て
最
も
素
朴
に
し
同
叫
品

お

E
:

/
作
政
策
的
友
司
令
立
場
と
の
閥
聯
に
於

τ、n
「
紳
的
秩
序
」
て
ふ
人
口
率
的
著
惑
が
第
一
版
刊
行
以
来
一
極
期
但
長
昔
期
間
に
亙
っ
て
、
町
一
回
加
二
一

7
E
I
t
 

世
人
か
ら
受
け
ね
ば
悲
ら
た
か
っ
た
誠
に
割
の
合
は
由
誤
解
を
蒙
る
源
泉
と
た
乃
た
も
の
ぜ
あ
ら
う
。
明
、
比
一
叩

1

1

t

 

l

蹴
陀
械
の
人
口
理
論
に
於
砂
る
間
接

ρ維
求
者
忙
し
て
而
も

A
v
-
-
x
ミ
ル
ヒ
と
同

E
V、
理
紳
論
的
紳
曲
学
者
友
る
干
ル
サ
ス
が
、
加
枠
制
、
，

s
u
'
L
M
 

斯
出
酢
の
先
達
者
と
金
〈
異
う
た
上
人
口
糊
ぜ
樹
立
し
、
斯
〈
て
マ
ル
サ
ス
以
後
の
人
骨
皐
を
支
配
し
、
従
つ
亡

F

ジ
品

1
ス
ミ
ル
ヒ
の
著
叩

ι
z
m

m
F
担
u
a
M

作
の
評
債
を
地
下
院
探
〈
担
波
L
去
う
た
か
の
感
を
露
呈

ιた
白
で
あ
る
ひ
何
故
友
ら
ば
T

ル
サ
ス
に
於
て
は
紳
御
自
身
は
世
界
や

L
C
4
2
J

s
h
s
a
-
-

人
類
の
創
湾
時
代
托
於
て
己
モ
活
躍
し
給
ム
た
か
も
知
れ
た
い
が
、
爾
来
乙
の
世
界
及
び
太
一
頬
白
一
附
者
は
頗
る
精
白
及
旬
。
護
展
を
途
え
ハ
一
間
U
n
u一日刊

-
J
d
川

代

内

げ
、
云
は
ど
自
然
(
拘
杭
)
今
法
則
の
偉
に
放
佐
せ
ら
れ
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
a

T

ル
サ
ー
に
採
っ
て
は
人
類
枇
舎
は
徹

J
U
川
↓

J

J

u
r
a
u
 

頭
徹
尾
自
然
白
外
的
影
響
托
依
存
し
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
昔
、
斯
る
人
類
殻
展
の
姿
白
中

κは
自
然
白
内
的
街
勤
が
結
付
い
て
耐
耐
町
市

町
田
占
山
町

居
る
陀
も
ぜ
よ
、
4
4
は
若
早
や
列
性
や
共
忙
依
っ
て
港
守
さ
れ
て
ゐ
る
道
徳
丸
に
依
-
つ
て
は
到
底
動
か
じ
得
怠
い
も
の
で
あ
あ
。
尤

D
R
y
u

ず
も
後
年
同
U

マ
ル
サ

R
K
は
人
目
白
一
道
徳
的
制
限
怠
る
項
目
が
附
加
せ
ら
れ
で
蛤
居
る
が
海
既
に
結
婚
の
年
齢
を
延
長
し
、
或
は
意
識
時
同
戸



的
な
る
出
産
制
限
が
問
題
と
さ
札
る
限
り
、

.
3
=
I
ス
ミ
ル
ヒ
以
来
白
根
本
命
題
た
る
-
婚
姻
哲
り
出
産
力
の
同

A

と

い

ふ

概

念

三

は
、
現
寅
の
各
民
族
或
は
階
級
別
旗
争
能
力
を
解
明
す
る
に
バ
既
に
無
用
の
仮
設

ip在
っ
た
と
謂
は
ね
ぽ
な
ら
由
。
新
る
人
類
む
護
騨
d
j

展
段
階
に
於
け
る
生
物
事
的
な
る
稜
越
は
別
論
と
し
主
、
少
く
と
も
?
ル
サ
ス
謄
時
忙
於
一
け
る
一
婚
姻
営
り
出
品
目
九
同
一
と
い
ふ
見
醐!

、

解
は
、
本
質
的
に
は
白
日
然
科
皐
尚
で
あ
っ
た
。
何
故
危
ら
ば
マ
ル
ザ
ス
は
一
位
舎
の
組
慢
的
殻
展
を
入
間
理
性
の
範
圏
外
だ
と
考
へ
て
畢計

ノ

ゐ
る
の
に
封
し
て
、
ジ
a
1
λ

ミ
ル
己
は
此
際
比
於
け
る
「
榊
な
る
も
り
」
を
寸
無
限
に
じ
て
精
微
た
る
算
術
家
」
と
し
て
居
り
、
叉
続

「
綿
べ
て
の
時
間
的
に
し
て
自
然
品
川
た
る
志
の
は
、
六
い
さ
や
教
及
び
設
さ
に
依
り
測
ら
れ
る
も
の

ι
左
見
倣
し
て
居
る
か
ら
で

b

捕

る
o

晋
i
k

は
法
一
に
於
で
も
〆
ロ

l
y
ト
以
来
白
人
口
統
計
皐
O
得
統
K
生
き
て
ゐ
る
三
千
ス
ミ
ル
ヒ
の
貿
腎
目
を
知
る
と
丹
に
、
一
明

政
治
算
術
皐
減
の
命
名
者
注
ヲ
0

・
ヘ
ツ
テ
イ
の
経
済
統
計
的
問
算
占
共
白
結
旧
市
を
信
用
せ
ざ
り
し
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
流
れ
に
於
て
、

r

九い

経
加
問
事
者
マ
ル
サ
ス

C
姿
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
貨
に
前
者
に
於
け
る
自
己
問
的
た
る
人
口
一
撃
研
究
は
後
者
一
昨
於
け
る
経
梼
皐
白
裂
一
明

ー
生
地
盤
と
し
て
り
手
段
で
、
あ
っ
た
に
署
長
い
と
の
感
が
あ
る
。

F

d

、

蜘

「
そ
と
に
は
唯
動
宝
物
質
が
存
在
す
る
の
み
で
、
義
品
等
の
詰
も
貫
主
主
左
見
倣
せ
る
百
科
静
典
的
記
載
が
(
般
的
ザ

噌
持
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
時
代
に
於
て
は
、
上
辿
の
如
き
立
脚
鞘
に
立
つ
哲
愚
者
ジ
ナ
ト
ス
ミ
ル
ヒ
は
若
平
や
退
揚
を
徐
儀
た
く
炉

」

ふ

忘

さ
れ
た
O
で
あ
る
が
も
知
れ
再
M
c
同
様
に
政
ー
策
家
と
し
℃
の
ジ
a

I

Z

ミ
ん
ヒ
も
悌
蘭
西
革
命
の
混
胤
よ
桑
田
成
果
の

L

只
中
に
置
山
臨
時
九

か
れ
て
は
ブ
紋
の
著
作
が
世
人
の
注
意
力
を
慈
付
け
る
乙
と
は
徐
り
に
稀
と

γ

な
っ
た
。
最
後
に
ジ
ュ

I
R
9
7
w
ヒ
の
人
口
政
策
的
見
、
z

r
一郎

由

主

君
、
苦
へ
も
、
「
神
的
秩
序
」
中
に
一
端
さ
れ
て
居
る
資
料
配
共
警
告
著
の
第
三
一
費
筆
干
コ
撃
に
引
用
せ
る
マ

Z
R白
人

口

官

山

附

則
の
前
に
は
、
兵
と
謝
立
吐
る
か
の
如
曹
三

1
7
Lヒ
必
見
解
は
全
く
そ
の
支
持
黙
を
失
一
民
守
る
を
得
予
、
叉
そ
b
事
は
プ
ル

Z

}

川

4
1

ス
に
依
り
て
譲
告
さ
い
恥
た
る
新
じ
い
理
念
を
鼓
吹
す
る
か
泊
知
書
祉
曾
的
な
る
外
観
や
そ
の
拙
建
な
る
人
口
論
の
普
及
せ
る
需
の
畑
出

ジヰ
1

ス
号
ル
ヒ

J

白

人

口

瞳

翻

晶

F
E
十

四

婚

凡

五五
五
九

第
五
誠
一



ジュ
B
吋

A
S
ル
色
白
人
目
愚
卿
-

〆
自
然
的
蹄
結
で
も
あ
っ
た
。

併
し
乍
ら
串
開
設
展
白
一
陸
奥
に
於
て
ジ
ュ

1
月
ミ
ル
ヒ
が
十
七
世
紀
後
学
の
英
蘭
の
経
験
科
皐
に
源
泉
を
見
出
せ
る
枇
命
科
事
、

即
ち
グ
ロ

l

y
ト
干
ベ
ザ
テ
ィ
に
依
り
て
創
基
さ
れ
た
る
「
政
治
算
術
」
と
い
ふ
新
じ
い
科
皐
白
現
質
主
義
的
傾
向
を
噌
伎
の
「
榊

的
秩
序

t
E霊

長
り
て
之
を
最
も
額
著
及
ら

ιゐ
て
居
る
所
の
云
は
ピ
境
界
石
と
友
っ
て
居
り
、
叉
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
自
身

が
共
の
新
し
い
組
織
者
と
認
め
ら
れ
て
差
是
い
程
度
に
そ
卓
越
せ
る
棄
を
永
久
に
空
事

3
2
2

ρ
 

〆
以
上
ヨ

l~に

雪

間

接

4
3
7ス

ミ
ル
ヒ
の
人
口
串
翻
を
き
た
か
ら
、
王
口
々
は
詰
彼
白
著
作

f直
接
に
内
容
白
一

端
を
研
究
す
ペ
き
で
あ
る
。
イ

J者

お

-
t

勺

j

/

r

四

J
1
 2

 

傍
五
十
四
品
可

五
六

o-
第
五
掠

/
 

"、六

ジ
ュ

l
A
ミ
U
F

ヒ
の
著
作
「
神
的
秩
序
」
の
一
一
節

ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
と
の
著
作
に
所
開
る
人
類
種
族
の
費
動
は
出
生
、
死
亡
、
増
殖
の
三
方
面
に
依
り
で
示
苫
る
。
剖
ち
「
一
神
的
秩
序
」

ラ訓
U

F

B

為

ち

み

て

乙

れ

1

バ
努
践
の
序
文
民
モ
]
)
セ
白
創
世
記
F

に
掲
付
ら
れ
た
る
言
葉
た
引
用
し
て
目
く
、
「
生
土
繁
殖
は
地
に
締
盈
よ
之
を
服
従
せ
よ
又
・

2
て

い

舎

も

の

苦

悶

諸
の
生
物
を
治
め
よ
I

」
と
。
斯
る
イ
ス
?
ベ
ル
民
族
に
停
承
さ
れ
た
る
一
脚
託
を
粧
が
如
何
に
人
口
事
的
比
解
剖
押
し
且
つ
之
を
展
開
せ

る
か
を
窺
ふ
に
、
そ
れ
は
四
個
の
相
具
る
言
葉
と
概
念
に
分
た
れ
て
居
り
、
而
も
夫
々
の
相
互
関
係
は
天
暗
に
依
り
て
秩
序
付
け
ち

れ
た
と

L
て
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
居

ha

卸
ち
(
一
)
生
止
と
は
天
賦
白
能
力
と
し
て
の
向
産
力
が
確
約
さ
れ
て
居
る
E
Eと
で
あ
り
、
と
り
一
柳
D
腕
胴
し
給
へ
る
命
令
と
願
望

を
達
成
せ
ん
が
震
に

A
同
行
潟
が
義
務
付
け
ら
れ
Z
N
と
共
に
、
婚
姻
蛇
び

K
一
般
的
妊
苧
能
力
を
妨
害
す
る
虞
あ
る
一
一
切
の
邪
行
は

禁
止
さ
る
。
己
の
第
一
法
則
は
吠
の
崎
殖
原
現
在
就
く
第
二
法
則
と
結
伺
い
て
ゐ
る
。

C

C
幣
苑
た
る
栴
念
拡
妊
卒
カ
と
慌
別
吐
ら

¥ 

巻四回頁より引用す.
..)日んDilthey; a. a. O. S. .146." 
:u) ，Sussmilch';' Du;se巾 tionvoh今r，Gefahr g町田rS.tadfe. 
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.， 

也、

か

"---'-'， 一一

る
べ
き
で
、
共
放
に
増
殖
は
常
に
必
然
と
は
限
ら
れ
中
。
増
殖
は
婚
姻
妊
争
力
の
み
左
ら
中
死
亡
率
と
を
白
法
則
に
依
存
す
。
若
し

t
r
e

四
回

a
一

年
々
歳
々
出
生
よ
り
死
亡
が
多
い
己
と
が
反
覆
さ
れ
る
紅
色
ば
、
偲
令
婚
姻
が
猫
出
産
能
力
あ

h
正
し
て
も
増
殖
は
起
り
得
た
い
。

a
m
h
h

告
h
.
n

故
に
と
白
命
令
は
創
造
主
白
叡
智
が
作
用
し
で
、
死
亡
卒
に
法
則
性
を
死
亡

K
秩
序
を
爾
巨
す
と
同
時
化
、
出
産
か
ら
人
口
増
殖
が
報
h
m
h

靖
国
d

h

結
呆
し
得
る
様
に
潟
し
給
ふ
己
と
を
意
味
し
て
居
る
o

斯
の
如
〈
友
る
こ
と
は
後
に
指
摘
さ
れ
る
。
(
一
一
一
)
己
主
で
は
「
地
に
満
盈
よ
」
輔
A
リ
巾

4

/

p

題
M
h
F

と
い
ふ
第
三
白
異
る
概
念
と
命
令
と
が
潟

v
さ
れ
て
居
る
之
に
依
り
て
創
造
主
由
意
闘
は
人
聞
の
妊
晶
子
刃
と
死
亡
率
と
の
相
互
関
係
問
曲
一
c
i
h

口
G

J

が
密
接
に
構
成
さ
れ
る
べ
き
賄
に
認
め
ら
れ
、
又
結
果
と
し
て
単
に
人
口
増
殖
が
生
や
る
白
み
で
た
く
、
更
に
己
の
人
閣
で
以

τ地
以
町
弘
中
川

同日
F
司

d

，t

、E

J

a

e

 

球
主
棋
定
し
て
行
昔
、
偲
令
寒
冷
な
る
雨
極
地
方
や
或
は
炎
暑
耐
へ
難
官
熱
帯
地
方
に
歪
石
ま
で
地
上
あ
ら
ゆ
る
地
域

ι迄
及

ぼ

十

m
w
m
I

A
g
r
ヴ
R

し
、
尤
も
共
際
に
於
て
探
究
の
段
階
に
種
々
左
る
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
有
ぐ
も

A
D棲
士
ざ
る
空
地
を
無
か
ら
し
め
ん
と
す
る
紳

F
帥
ハ
院

ぽ

ョ

、

下

A
司

d

怠
が
窺
ひ
知
ら
れ
る
。

m
四
)
最
後
に
人
類
。
最
善
左
る
創
浩
主
は
人
閣
を
地
の
主
た
れ
と
宣
言
し
給
ひ
盲
人
類
に
地
上
の
高

W
E使
叫
r

M

J

て

じ

引

用
さ
せ
る
と
い
ふ
特
別
在
る
恩
一
簡
を
惑
み
給
ふ
と
し
、
地
の
主
た
る
人
開
支
配
に
は
付
、
D
も
抵
抗
す
る
-
を
得
中
と
云
ふ
が
如
く
、
師
向
山
一
一

E

F

t

a

 

習
詩
聖
書
の
僻
伺
を
共
僅
に
併
用
い
て
ゐ
る
此
州
問
所
陀
於
け
る
O
ュ
1
1
ミ
ル
ヒ
一
に
は
何
等
調
特
た
る
薪
解
稗
が
試
み
ら
れ
て
は
ゐ
同
叫
m
M

戸

商

m
，
叫
叫

な
い
ど
謂
は
紅
ぽ
友
ら
ね
。

t

-

一

，

都

G
m
-
d

判

、

U
川

M
M
匂

而
し
て
彼
が
自
著
中
に
於
て
解
明
せ
ん
と
欲
し
た
内
容
は
失
の
如
き
五
筒
肱
酷
で
あ
る
。
(
一
)
婚
姻
首
り
山
産
力
、
(
一
?
)
常
設
死
亡
蜘
.
何
回
刊
を

t
、
治
《

m

卒
に
秩
序
性
あ
る
己
と
及
び
共
の
比
率
相
互
聞
に
関
係
あ
る
と
と
、
(
ニ
一
)
出
生
白
死
亡
に
掛
す
る
超
過
、
従
っ
て
(
問
)
人
口
増
殖
1t

ヤ

12u

十

G
U
H

倍
加
の
起
り
得
る
と
一
と
、
共
故
に
(
五
)
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
於
て
漸
次
に
人
類
の
宇
~
瀦
が
期
せ
ら
る
べ
き
と
と
L
注
V
G
。
斯

ι
ι
1

稿
hAmm
岨

H

a

e
白

く
て
ク
ュ

1
ス
ミ
ル

E
の
著
作
の
取
扱
市
る
人
口
墜
に
闘
す
る
環
論
と
政
策
に
亙
る
諸
章
は
、
右
の
勃
れ
か
の
問
題
に
訪
首
ず
る
。
ー
者
1
d
s

此
際
現
代
人
に
は
殆
ど
自
明
の
如
く
忠
は
れ
る
出
生
超
過
白
事
賓
で
さ
へ
も
、
己
の
未
開
た
り
し
人
口
統
計
分
野
に
於
け
る
最
初
の

ジ
ュ

'
λ
i
ル
ヒ
白
人

mi串
網

棚

J

第
亙
十
四
巻

24) 

王
大

ー
穿
五
蹴

J、
七

¥ 

L
 



ジュ

1
?ミ
、

ル

ヒ

白

人

田

空

漉

指

帝

王

+

回

毎

第

五

鶴

八

凡

メ

一

助

.

，

イ

開
拓
者
に
採
っ
て
は
、
出
生
超
過
一
の
確
認
と
い
ふ
婚
ぼ
し
き
殻
見
で
あ
り
、
同
時
に
又
創
法
主
に
依
り
て
矯
さ
れ
た
る
陣
約
の
賓
現
?

{

註

)

一

切

、

で
も
あ
っ
た
。
彼
は
共
他
の
方
面
に
於
て
例
へ
ば
出
産
力
、
婚
姻
、
死
亡
陀
闘
才
る
計
算
白
結
果
た
る
教
的
比
例
の
偉
大
な
る
慌
常

M伊

空

襲

別

長

け

る

類

別

異

同

に

闘

し

で

も

頗

る

精

微

吾

妻

を

試

み

て

々

が

絡

で

は

室

長

禁

!

。

時

ケ

(
註
)
ヨ

T

ン
に
依
れ
ば
出
生
超
過
白
串
貨
は
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
七
円
強
見
に
非
す
と
一
戸
ふ
史
町
、

9
f
と
も
と
り
命
題
P
一
般
化
に
彼
の
貢
献
あ
り
t
認

A
怖

品
ら
な
。
芸
品
で
は
ジ
ュ
ー
?
と
が
そ
の
自
主
恒
常
る
偉
大
な
皇
居
と
も
且
倣

2
E
b
-
-
E刑
さ

れ

る

特

君

、

明

州

後
者
が
運
帝
論
的
で
あ
り
?
云
は
ピ
決
定
論
時
一
躍
℃
で
居
る
に
民
L
l
前
者
時
人
戸
担
割
に
於
け
る
秩
序
な
る
も
の
は
云
は
臨
時
と
盛
忙
膿
じ
て
」
1

m

d

，

U

A

7

b

a

i

?

 

輔
型
的
で
ち
り
、

E
h
v
〈
と
も
人
間
力
白
作
用
を
認
品
る
幌
り
に
於

τ、
l
A
問
自
意
思
活
動
に
自
由
な
る
像
情
を
残
じ
て
ゐ
る
粘
に
認
め
b
札
ょ
う

q

z

蜘

叫

そ
白
田
醐
著
な
る
貨
例
は
職
事
に
際

ι
て

白

人

口

一

型

動

匹

於

て

ピ

あ

ち

ろ

@

内

I

M
叩

H
A
I
U
 

吾
々
は
「
榊
的
秩
序
』
の
勉
太
一
な
る
内
容
中
か
ら
特
に
ジ
ュ

1
1
ミ
ル
巴
を
し
で
神
意
の
寅
在
を
ば
白
壁
せ
し
め
た
と
考
べ
ら
れ
一

71t戸
、

t
c
 

A
辺

U

る
戦
時
に
於
け
る
向
康
男
女
別
の
秩
序
の
撹
飢
に
就
い
て
、
彼
の
所
裁
の
一
端
を
研
究
し
て
次
忙
之
に
鯛
れ
て
漣
ぷ
べ
吉
で
あ
る
。
出
f
i
M

h々
A
四
…

d

グ
恒

I
ン
ト
以
凍
偽
統
的
命
題
た
る
人
口
忙
於
け
る
男
女
別
割
合
の
観
察
花
都
部
別
と
移
住
蹴
係
と
白
影
響
を
検
討
し
た
後
に
、
、
戦

J

d

r

、

卜

υ

凶

時
民
於
て
男
由
一
出
生
が
比
較
的
多
い
事
費
を
紋
は
次
の
如
〈
解

ιて
ゐ
る
。
「
本
時
に
於
て
は
男
児
の
出
生
が
多
い
か
ら
、
男
性
は

よ
U
多
く
生
存
す
る
と
同
時
に
よ
り
多

4
E
fむ
ば
た
ら
血
と

L
、
犬
戦
争
む
闘
は
れ
て
ゐ
る
時
代
に
は
、
男
児
問
生
J
C
超
過
K
依

つ
τ男
女
割
合
白
不
均
衡
が
消
失
す
る
迄
一
は
、
明
よ
り
も
女
の
方
が
土

UA9く
死
夜
か
ば
危
ら
ね
ピ
と
に
怠
る
ロ
若
し
吾
々
が
耐
性

の
死
せ
散
を
正
営
化
刷
判
断
す
れ
ば
、
此
等
の
あ
ら
ゆ
急
車
が
克
服
ー
さ
れ
vo?
に
相
違
一
泣
い
o」

以
上
が
戦
時
出
生
に
於
け
る
男
児
超
過
の
殻
見
者
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
の
性
別
決
定
理
論
に
於
け
る
補
償
訴
と
稿
せ
ら
れ
る
も
の
』

正
植
で
あ
る
州
、
共
の
立
論
模
様
占
な
れ
る
統
計
を
、
巻
末
の
表
か
ち
拍
白
じ
て
見
る
い
と
恐
ら
ぐ
吹
D
h川
苦
も
白
で
あ
ら
う
。
邸
ち

一
七
一
一
二
年
か
ら
一
市
一
一
一
一
年
。
十
』
少
年
聞
に
於
け
る
出
生
性
比
は
一

O
五
・
七
若
し
〈
は
女
同
一

C
劃
男
こ
一
で
あ
り
J

〕七一一-一〕

， ，品

ー、一3
 

M

i

J

H

6

{

 

I五
六

ノ勺

う

25) 

.o) 
27) 



年
似
降
一
七
回
一
年
は
一

O
四
・
八
叉
は
一
一
五
針
二
六
で
あ
る
由
一
に
、
彼
の
従
軍
ぜ
る
シ
事
U
U
骨
子
戦
役
を
合
h
u
目
戸
七
四
三
年
笠
弘

e

l

一
七
五
)
年
の
期
聞
に
於
て
は
一

O
六
・
五
或
は
五
ひ
謝
五
一
一
一
均
一
不
さ
れ
る
。
誌
に
於
て
彼
の
生
死
均
衡
白
人
口
観
と
?
夫
二
冊
制
町
一
一

p

ρ

H

U

仙

を
維
持
ず
言
男
女
割
合
白
喧
降
、
と
は
、
男
性
議
死
を
女
性
匂
死
亡
増
加
で
納
品
よ
り
よ
る
出
生
長
け
る
覧
超
過
に
向
山

榊
O
塀
一
棋
を
認
め
し
め
る
に
亙
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
戸
亡
の
吾
闘
を
出
生
で
補
填
す
る
占
の
思
想
は
或
は
宗
教
的
阻
問
機
に
求
伽
叫
}

め
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
、
頗
る
興
味
深
き
問
題
で
あ
る
川
町

f

f

f

仰

向

h

w

E

 

併
る
陀
波
が
コ
ロ
ン
ブ
ス

K
K喰
へ
た
先
駆
者
〆
ロ
ハ
J

V

F

が
倫
敷
市
及
び
郊
外
白
人
口
で
測
定
し
た
向
山
内
性
比
が
、
女
一
ぃ
ニ
五
割
問
一
向

判

v

O

男
-
四
及
び
一
五
割
、
二
ハ
で
、
女
児
百
に
謝
す
る
男
児
の
割
合
は

5
六
・

J
J
以
上
で
必
る
事
寅
に
鑑
み
れ
ば

m

ジ

J
1ス
ミ

ル

ヒ

"

耐

i

蛍
時
の
戦
時
向
互
に
於
け
る
男
児
超
過
は
決
し
て
天
百
一
胤
測
に
あ
ら
で
前
者
よ
h
J

も
大
識
の

λ
口
統
計
を
取
扱
っ
た
後
者
の
議
論
的
い

J

u

u

n

 

が
必
や
し
も
卓
越
せ
る
も
の
と
怯
稀
L
難
い
~
へ
況
じ
て
や
戦
時
出
産
に
於
け
る
男
児
超
過
白
原
因
が
、
死
命
卒
の
減
涯
に
あ
廿
、
受
情
己

ー

/

U

“お

胎
時
賠
K
於
げ
串
男
児
割
合
の
上
昇
民
あ
ら
ざ
る
乙
と
を
知
る
吾
入

ι採
っ
て
は
ゾ
出
産
率
滅
翠
の
傾
向
と
共
に
己
の
戦
時
出
生
日
に
仰
向

於
げ
る
男
児
割

A
Z
h日
産
凶
を
も
人
矯
的
で
あ
る
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得

430で
あ
る
d

j

l

仰

向

r

一

，

f

明

川

副

ゅ
斯
る
観
賭
K
立
つ
時
に
於
疋
‘
出
生
と
死
亡
と
の
闘
係
挫
ぴ
に
出
生
超
過
の
事
賞
品
h
H
パ
再
々
は
あ
ぐ
ま
で
M
V
7
1
ス
ミ
ル
ビ
の

M

M

引

u
由日九

本
来
の
設
明
応
立
師
同

J

て
、
男
児
出
生
が
多
い
か
ら
、
男
性
は
よ
り
多
〈
生
存
す
る
占
同
時
陀
よ
り
多
〈
死
亡
せ
ね
ば
取
ら
ね
と

ρ
U
μ
t
-
n

批

1
D
h

必
然
的
悶
果
関
係
を
確
認
す
《
告
で
あ
ヲ
て
川
決
し
て
男
児
出
生
の
超
過
を
女
性
死

ιの
増
加
に
依
り
て
、
男
女
の
性
別
比
例
を
均
羽
品

衛
せ
し
め
る
必
要
一
吉
弘
山
。
同
様
陀
じ
て
死
亡
率
を
担
比
率
比
一
依
し
り
て
補
っ
て
ゐ
る
の
で
は
一
季
、
て
、
意
古
田
宮
由
を
離
れ
た
出
生
率
一
閃

d
u

ι市
制

V
d

k
依
り
て
死
亡
率
が
規
定
き
れ
る
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
苦
々
は
之
以
上
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル

u

l

一
詰
帥

J

剖
島

出
生
率
を
原
因
と
す
る
多
産
毒
死
設
に
就
い
て
の
私
見
を
挿
む
己
と
は
遠
肱
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

/

~

f

d

句

集
五
十
凶
巻

〆ム

'r 

ー-

♂ 
ュ

ス
宕

Pレ

ヒ
(D 

人
口

量

瞳
柄
五
山
田

宜
千
六
三

"ら，;Jj， 



ノ

ジ
ュ
ー
ス
さ
ル
と
白
ん
口
瞳
醗

. 
宮事
竺王

/ 鏡

第
五
十
周
巻

五
一
ハ
四

ブu
O 

五

結

言

以
上
ジ
A

ト
ス
ミ
ル
ヒ
白
「
一
岬
的
秩
序
」
解
閣
の
鵠
に
、
著
者
。
略
歴
白
検
討
に
筆
を
趨
し
、
第
二
版
以
後
白
著
書
に
於
け
る
扉

に
誌
さ
れ
た
る
章
句
の
解
明
を
府
心
と
し
て
彼
の
人
口
接
観
世
話
り
、
次
い
で
共
の
内
容
白
一
端
を
窺
一
ふ
矯
に
膏
謬
袈
普
か
ら
D
引

用
語
何
の
解
離
並
び
に
出
生
男
女
別
の
秩
序
暴
動
の
原
閣
に
却
益
習
の
見
解
に
就
い
て
も
偶
れ
た
の
方
あ
る
が
、
本
稿
は

斯
る
部
分
的
.
テ
也
慨
視
に
過
ぎ
左
い
に
し
て
も
、
彼
が
如
何
に
終
始
一
貫
し
て
共
自
身
を
目
的
と
せ
る
，
人
口
現
論
の
公
明
に
遇
準
せ

¥ 

る
か
の
委
を
幾
分
乍
ら
紹
介
し
得
ー
た
正
考
へ
号
~

、
説
、
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
に
一
採
つ
て
は
人
口
縫
動

ρ
殻
定
さ
る
べ
き
秩
序
か
ら
偏
侍
せ
る
特
殊
現
象
白
原
因
を
探
究
す
る
こ
と
が
絶

え
中
問
題
で
あ
り
‘
、
共
故
に
彼
D
研
究
に
は
常
に
一
聯
の
形
式
E
し
い
因
果
解
析
が
伴
っ
た
。
例
へ
ば
都
市
死
亡
率
の
大
友
る
原

へ
川
町
都
齢
別
結
婚
敢
に
差
異
あ
る
理
由
¥
時
代
に
依
る
婚
姻
数
白
務
濯
、
従
っ
て
瞬
姻
営
hr
妊
争
力
卸
ち
山
生
敢
に
事
一
様
性
が
あ
る

間
仲
間
同
日
如
き
も
、
悉
〈
彼
の
研
究
針
象
と
し
て
網
羅
苫
れ
で
ゐ
る
が
、
斯
る
康
範
一
閣
に
主
る
考
察
は
則
論
に
譲
る
と
し
て
も
、
期
目
く

じ
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
多
方
面
に
亙
る
ん
目
法
則
の
某
礎
理
論
的
命
題
を
費
展
せ
し
め
た
結
果
が
、
被
に
於
て
は
専
ら
人
日
政
策
的

問
題
主
し
て
一
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
に
と
を
忘
れ
て
'
は
左
ら
札
。
査
し
「
榊
的
秩
序
」
の
第
二
版
K
附
加
せ
ら
れ
て
居
る
所
白
絶
封
園
家

に
於
げ
る
人
口
政
策
で
ふ
常
規
道
に
闘
す
る
議
論
は
、
必
A
Y
し
車
線
白
人
口
現
論
及
び
研
究
方
法
の
基
本
的
見
解
に
於
て
白
与
必
然

的
に
逢
着
す
べ
き
問
題
旦
は
限
ら
な
い
か
ら
、
認
で
は
斯
る
索
開
気
を
知
る
に
足
る
と
考
へ
忘
れ
る
↓
「
一
岬
的
秩
序
」
第
二
巻
末
尾
比

d

，

n

t

 

掲
げ
ら
れ
た
る
突
の
如
吉
特
徴
あ
る
紳
へ
の
祈
祷
人
類
へ
白
帆
繭
の
鮮
を
引
用
し
て
置
か
う
。

日
〈
「
我
が
祖
国
の
錫
に
余
の
希
望
す
る
と
と
は
、
農
業
を
出
来
る
限
り
完
全
に
設
行
せ
し
む
る
己
と
蛇
ぴ
に
工
業
が
中
庸
を
得

、
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て
堅
寅
で
而
も
賢
慮
に
基
き
整
序
せ
ら
る
べ
き
己
と
、
就
中
農
耕
に
従
事
す
る
人
口
が
一
一
居
よ
く
増
殖
す
る
こ

3引

は

向

。

l

叫

と
に
依
り
、
園
家
安
康
と
園
力
睦
び
に
一
同
宮
の
充
賞
が
計
ら
れ
、
剥
へ
組
閣
の
商
業
的
繁
柴
に
徳
性
と

E
義
と

h
一

A

1

a

し一4

3

・

5

を
伴
へ
る
秩
序
正
し
き
自
由
が
確
立
さ
れ
る
様
に
祈
る
と
止
で
あ
る
」
と
。
之
は
恰
も
十
八
世
紀
中
葉
の
戦
飢
パ

m
・

1

H

げ山口
H

a

ーら

e
h
t到
E
E
-
-
4
3

績
〈
普
園
に
在
つ
て
の
痛
切
な
る
民
族
の
叫
び
で
あ
つ
だ
が
(
戦
時
下
の
現
段
階
に
於
け
る
我
岡
田
人
口
経
済
制
山
町

h
a
明

日

制

ι

b

i

J

1

2

Z

L

国

ら

政
策
に
も
遁
切
た
る
掲
示
を
輿
へ
も
も
の
で
あ
り
、
所
謂
名
園
防
闘
家
に
於
て
士
農
工
商
の
産
業
緯
制
を
如
何

e
z
出

nv
，尚一

a

叫

知

加

」

町

止

吋

a

z

h

H

七

耐

に
配
置
す
べ
き
か
に
就
い
て
之
を
指
導
す
る
概
念
と
も
見
倣
さ
れ
得
土
ラ
。

U
M
M
a
H
]
か

年

L

け

F
h
I
出
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叫

肌
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+

ハ

4

斯
〈
て
従
来
除

u
k榊
皐
的
と
誤
解
さ
れ
・
過
ぎ
て
ゐ
た
「
榊
的
秩
序
」
友
る
著
作
の
中
か
ら
、
吾
々
は
先
づ
い
U
L
相
川
知

T
孔
同
一
刷
、
和
山
町

ほ
H
U
め

か

49τ
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昭
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元

始

に

聖

堂

創

業

金

へ

り

」

に

害

、

「

嬰

あ

で

き

た

ま

ひ

け

れ

ば

光

あ

り

豆

長

く

が

如

昔

竹

山

J
4
m
d
u駒
田

h
m
r
t
A
e
5
u
h
頁
論

類
。
濁
断
的
紅
、
る
紳
串
十
一
慨
を
耕
一
一
別
ず
べ
!
で
あ
り
、
著
円
に
は
そ
の
著
書
白
扉
申
告
問
葉
弘
元
理
り
の
キ
ケ
ロ
花
川
町
山
S
W
U
M
利
明
棚
、
山

戻
す
が
如
く
に
し
て
、
吾
人
ほ
・
こ
の
著
作
を
礎
石
と
し
て
新
し
い
撃
聞
と
し
て
人
目
撃
D
建
設
比
薬
問
し
得
る
加
嗣
帆
吋
，
諮
問
問
川
一
J
T
山
J

凶

u
'
h
日
間
伊
、
研
羽
目

で
あ
ら
う
。
斯
る
人
口
串
D
針
象
と
し
て
人
口
現
象
を
貫
く
法
則
を
見
附
す
が
震
に
は
、
そ
と
に
は
人
間
の
意
市

w
h凶
一
伊
J

山
川
曲
川
滑
的
ト
叫
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凶

・

m
l
v則
自

G
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需
計

J:下山

思
自
由
と
不
自
由
の
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界
が
存
す
る
と
と
を
確
然
と
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識
す
べ
寄
で
あ
っ
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、
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へ
ぽ
戦
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間
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に
於
け
る
男
軒
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児
D
比
較
的
に
超
過
せ
る
事
寅
で
¥
さ
へ
も
決
し
て
」
刷
、
慮
の
左
右
し
得
ざ
る
も
の
怒
る
己
去
を
知
ら
ね
ば
た
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一
一
p
h
h
d
M
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間
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目
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す
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1
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E
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ぬ
。
斯
る
観
騎
区
立
つ
時
陀
初
め
て
民
に
科
島
一
-
性
を
賦
興
さ
れ
た
る
人
目
撃
の
樹
立
が
企
聞
き
れ
得
る
し
、
叉
!
仙
M

J
け
F

h
耐
吋
引
久
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櫨
げ
U
山

ム

白
山
は
調
印

F
r
k
池
山
J

山

世
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吾
々
人
類
に
斯
る
希
望
を
達
成
せ
し
む
る
射
に
於
て
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議
陀
ジ
ュ
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ス
弘
ル
ヒ
白
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顧
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叫
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一
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叩
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